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観光教育の意義と展望
─全国高等学校観光教育研究大会をとおして─

佐賀県立嬉野高等学校長

峰松　藤一郎

1　はじめに

　政府観光局は 2015 年 11 月に，１月から 10 月の
訪日外国人旅行者数が，推計 1631 万 6900 人となっ
たことを発表しました。過去最高だった昨年の年間
記録を 290 万人上回り，2015 年通年では 1900 万人
台 に 達 す る 見 通 し だ と い っ て い ま す。 ま た，
2020 年には東京オリンピック，パラリンピックが
誘致され，観光立国日本の振興が急ピッチで進んで
います。まさに観光に携わるものにとって追い風に
なっています。
　2015 年７月 30，31 日の両日，第 20 回全国高等
学校観光教育研究大会が佐賀県嬉野市のホテルで開
催されました。主管校である嬉野高校をはじめ，観
光教育に取り組む全国の高校や県内の商業高校，大
学や観光産業，そして嬉野市，鹿島市から約 100 名
が参加しました。今大会のテーマを「魅力ある観光
教育の在り方〜地域と協働し，産学官で紡ぐおもて
なし」として，観光教育は今後どうあるべきかにつ
いて討議しました。

　今大会を振り返ることで，高等学校の観光教育の
現状と課題，これからの展望を明らかにし，今大会
では通常の研究大会とは全く異なる形式を取り入れ
好評だった「ワールドカフェ方式によるパネルディ
スカッション・対話会」について述べさせてもらい
ます。

2　全国高等学校観光教育研究大会について

　大会を主催する全国高等学校観光教育研究協議会
は，全国の高等学校における観光教育の充実と発展
を図り，会員相互の研修を深めることを目的に組織
されています。今大会の目的は，観光に関する学
科・コースを設置している全国の高等学校が相互の
交流を深め，今後の観光教育のあり方を総合的に研
究し，魅力ある充実した観光教育の推進を図ること
にあります。会員校は北海道から沖縄まで 19 校，
個人会員５名の小さな団体で，各年度の主管校を決
めるのにも大変な労力を要しています。今大会を開
催するにあたって県内商業高校の先生方には大変お
世話になりました。
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3　佐賀県立嬉野高校について

　主管校を務めることとなった本校は，総合学科に
改編して 2015 年で 15 年になります。観光教育は観
光・流通系列２年生 20 名，３年生 18 名を商業科の
職員４名で指導しています。商業科目として「商品
開発」「広告と販売促進」，商業科の学校設定科目と
して「観光一般」「観光地理」「観光ビジネス実践」
の授業を展開し，旅行業務や観光地理，郷土愛を育
むための郷土研究を実践しています。また，キャリ
ア教育の一環として，地域に密着し地域との連携を
図るために地域イベント実習や校外体験学習を行っ
ています。今年の「国内旅行業務取扱管理者試験」
には本校生徒５名が合格することができました。本
校の課題は，指導者を養成し，指導に応じた生徒た
ちの進路先の確保です。
　本大会は本校の商業科の職員と，観光・流通系列
の生徒を中心に運営しましたが，静岡県や佐賀県内
の商業高校生が運営しているネットショッピングモ
ール「まなびや」の生徒スタッフにも応援してもら
いました。

4　教科商業科での観光の位置づけ

　本大会では文部科学省初等中等教育局児童生徒課
産業教育振興室　教科調査官の西村修一先生に初め
て出席いただきました。地方創生，観光立国等，国
の政策と関連付けた教科商業科の取り組み，観光教
育の現状と成果，そして課題と方向性について話し
ていただきました。高校の観光教育を指導している
大半が商業科の先生のため，教科商業科における観
光教育の展開の仕方や可能性について，体系的に話
していただいたことは，大変参考になりました。
　現在，商業に関する学科としては全国で８つの高
校に，観光に関連する学科が設置されています。ま
た，商業に関する学科の中に，観光に関連するコー
スを設けている学校や総合学科の中に，観光系列を
持っている学校があります。更には学科，コースは
持っていないが，商業に関する学科の中に，学校設
定科目として観光関連の科目を設定している学校も
多いようです。
　教科商業科での観光の位置づけはどうなっている
のかといいますと，学習指導要領とその解説書では，

「経済社会の動向を踏まえてビジネスの機会を捉え，
地域産業の振興策の創造と実施，それをとおして経

済社会の発展に取り組む」となっています。つまり，
教科商業科では「ビジネス探求能力を育成する」と
しています。観光地においては，「地域産業の振興
策の創造と実施」とは，観光産業の振興策の創造と
実施ということになります。「課題研究」という科
目では，産業構造の変化や経済の国際化，観光や地
域産業の振興に関する内容を主とした調査や研究な
どを行うことが考えられます。「ビジネス経済応
用」の科目では，地域ビジネス事情という内容が入
っていて，身近な地域のビジネスの動向やビジネス
に役立つ資源（観光資源といえる）について調査や
研究を行わせることができます。「ビジネス実務」
の科目では，ビジネス英語を指導することになって
いますので，観光というものを強く意識したビジネ
ス英語を展開することができます。「ビジネス基
礎」・「ビジネス実務」の科目では，ビジネスマナー
を取り扱うことになっていますので，ここでも観光
地におけるビジネスマナーという取り上げ方もでき
ます。「広告と販売促進」の科目では，地域産業振
興のために POP 作成，PR 活動など情報発信のお
手伝いをしたりして地域理解を深めたりすることが
できます。また，ここでは接客も扱います。ここで
扱うホスピタリティは観光につながります。「商品
開発」の科目についても観光教育につなげて共同開
発をしたりして授業を展開することも考えられます。
このように，商業科の科目においても観光教育を展
開することが十分可能になっています。

5　専門性の深化と学びの流れ

　高校における観光も含めた商業教育は，実学を標
榜しています。実学だからこそ，ビジネスで必要と
なる実践的な働く力を身につけさせる必要がありま
す。実学という視点からは，社会で活用できる力が
身についていることが，専門性が高いということに
なります。そのためには，学びの手順が重要となり
ます。
　まず，①知識・技術をしっかり身に付けさせる。
知識・技術がなければ，社会に出てから活躍できる
人材にはなり得ません。その上で，②実際のビジネ
スを理解させることが必要になってきます。観光ビ
ジネスを理解させるためには，具体的な事例を取り
上げ考察し討議することで理解を深めさせる。討論
の手法としては，ケースメソッド，ワールドカフェ，
ディベートも有効です。ここでは，多面的なものの
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見方・考え方を養うことが重要になります。相手の
考えをしっかり聞いて，自分の考えを筋道立てて，
相手に説明するという力の育成につながっていきま
す。その後に，③企画力や創造力を養っていく必要
があります。実際には商品開発をおこなうとか，商
品パッケージを開発するとか，観光プランを考案す
るとかして，企画力や創造力を養う必要があります。
これも①②を抜きにして，いきなり商品開発，観光
プランをおこなったとしても，それは専門性の高い
ものにはなりません。職業教育・専門教育というの
であれば，①②を踏まえて③をもっていく必要があ
ります。最後に，④実社会で実践する力を磨いてい
くということになります。実際に地域に出て販売実
習をすることで力を磨いていく必要があります。例
えば，観光プランを考えて実際に自分がガイド役に
なって試行してみる必要があります。そういう流れ
の中で，資格取得に取り組ませるとか，競技会等に
出場させるとかも有効な方法です。このような学び
の流れをしっかり踏まえることが，専門性の深化に
つながります。

6　ワールドカフェ方式

　ワールドカフェ方式は，オープンで自由な会話を
通して活き活きとした意見の交換がおこなわれ，新
たな発想の誕生が期待できるという考え方に基づい
た，話し合いの手法です。ワールドカフェ方式のパ
ネルディスカッション・対話会は，各パネリストの
講話内容をもとに参加者で対話し，情報共有し合う
全員参加型にしてみました。

【準　備】
Ａ ）主催者がコーディネーターへ，この対話会で展

開してもらいたい内容をしっかり伝えることが重
要だと思いました。

Ｂ ）講演者を含めた参加者全員を対象にした 4 人一
組の座席表作成（生徒 1 名含む）をします。

Ｃ ）4 人一組のテーブル 20 台と，テーブル 1 台に
つき模造紙１枚，マジック 1 セット（7 本入），
カラーのＡ 4 用紙 4 枚，付箋紙，はさみ，3 種類
の菓子が入った菓子袋 4 個を準備します。

Ｄ ）カフェでお茶している雰囲気を演出するために，
お茶やコーヒーをサービスして，おもてなしをす
る生徒 11 名を準備します。

【進め方】
Ａ）司会よりコーディネーターとパネリスト 3 名の
紹介をします。（３分）
Ｂ ）コーディネーターより，この対話会のテーマ
「インバウンドを意識した地域連携と人づくり」
の説明と，ワールドカフェ方式と，机上の道具の
利用法について説明します。（７分）

Ｃ ）パネリスト①「街づくりについての現状と展
望」の講話をします。（15 分）

Ｄ ）各テーブル毎に，自己紹介と講話についての感
想を述べます。（５分）

Ｅ ）パネリスト②「嬉野温泉と訪日旅行促進事業に
ついて」の講話をします。（15 分）

Ｆ ）各テーブル毎に，講話についての感想・まとめ
をおこない，模造紙にメモをします。（５分）

Ｇ ）パネリスト③「高等学校における観光教育の実
践」の講話，および各学校でおこなっている地域
連携や今後必要とされる地域連携についての問題
提起をおこない，模造紙にメモをします。（15分）

Ｈ ）各テーブル毎に，講話についてのまとめ・感想
と，課題提起についての意見交換をし，模造紙に
メモをします。（５分）

Ｉ ）コーディネーターよりこの対話会の趣旨説明を
おこない，「対話＝聴く×話す」で成り立ってお
り，話すときは未来会議の三ヵ条「未来を語る・
人を褒める・断定しない」などを前提に話すよう
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に促します。（10 分）
Ｊ）ラウンド１

　コーディネーターより「これからの観光教育は
どのような『ワクワク』を地域社会に生み出すこ
とができるでしょうか？」の問題提起が発表され，
パネリストの講話を通して対話会をおこないます。
対話の中で，相手の話した内容や自分の感想・ア
イディアを模造紙に記入することと，テーブルで
の対話内容を全体に発表することはしないので，
安心して話し合うことを付け加えます。（20 分）

Ｋ）ラウンド２
　各テーブルに 1 人だけ残り，他の人は一斉に他
のテーブルへ移動します。テーブルにある模造紙
に記入されているものを見て，別のテーブルの対
話の内容を記入して対話を続けます。お互いの情
報を共有し，新たな情報・アイデアを記入します。

（20 分）

Ｌ）ラウンド３
　元のテーブルに戻り，ラウンド２で得た内容を
記入したり，話し合って新たな情報・アイデアを
共有します。（10 分）

Ｍ ）コーディネーターより「ラウンド１〜３を経て
『そのためにこれからあなたが踏み出したい第一
歩は何でしょうか』」と問題提起します。各人が
考えたことをカラーの A4 用紙に記入し，テーブ
ルごとに内容，理由などを説明します。（10 分）

Ｎ ）他のテーブルのＡ 4 用紙や模造紙への書き込み
を見て回ります。（５分）

Ｏ ）元のテーブルに戻り，今回の感想を語り合いま
す。（３分）

Ｐ ）パネリスト，基調講演者より一言感想を述べて
もらい，最後にコーディネーターにより閉会しま
す。（７分）

【成果物展示】
　この対話会で利用した模造紙（記録やメモ）やま
とめの時に記入したカラーのＡ 4 用紙を運営係で整
理して翌日会場に掲示して，参加者全員が情報の共
有ができるようにします。

7　おわりに

　この大会を機に，再来年度の主管校を内諾いただ
いたり，協議会への加盟を決めていただいたりした
学校が出てきました。本大会では「ワールドカフェ
方式のパネルディスカッション・対話会」をメイン
に据えたことで，大会を成功に持っていくことがで
きました。出席された先生方の考え方が，ワールド
カフェ方式で自由に意見交換ができ，観光教育は今
後どうあるべきか，どういう方向でもっていったほ
うがいいかという方向性が定まったのではないでし
ょうか。
　本校においては運営スタッフ，参加者として参加
した生徒の成長に驚かされました。生徒の満面の笑
みでのもてなしと自信に満ちた意見発表の姿は，観
光教育の指導成果の一端を示すことができたのでは
ないかと自負しています。
　今後とも観光教育に携わる先生方のますますの活
躍を期待いたします。
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